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　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。

［編集顧問］
佐々木　好久
曽田　豊二
坂井　真
八木　聰明
竹中　洋

［編集委員］
吉原　俊雄
小川　郁
丹生　健一

　本誌 9月号が発刊されるころには閉会になっていると思いますが，今年 8
月 5日から 8月 21日まで第 31回夏季オリンピックが南米ブラジルのリオデ
ジャネイロで開催されます．南アメリカ大陸でオリンピックが開催されるの
は，これまでの第 31回の歴史のなかで初めてで，南半球での開催としても
1956年開催のメルボルンオリンピックと 2000年のシドニーオリンピックに
続き 16年ぶり 3度目の開催となります．4年後の 2020年が東京オリンピッ
クということもあり，徐々に盛り上がってきました．今回の新競技，7人制
ラグビーや，1904年の第 3回セントルイスオリンピック以来，112年ぶりの
復活となるゴルフなどを含めて大変楽しみです．2020年の東京オリンピック
開催にあたっては，新国立競技場やオリンピックエンブレムの問題など，多
くの物議を醸してきましたが，今回のリオデジャネイロオリンピックも突っ
込みどころ満載です．まずは治安問題．ブラジルはいま経済悪化と不安定な
政治情勢の影響で大規模なデモが多発するなど，オリンピックどころではな
いとの声も聞こえてきます．先日のニュース報道でもリオデジャネイロの警
察官によるデモで掲げられた「Welcome to hell：地獄へようこそ」というプ
ラカートが放映されましたが，治安大丈夫かと本当に心配です．また，ロシ
アのドーピング問題も世界中で注目の的になっています．次にジカ熱です．
ジカ熱はミクロネシア連邦やフランス領ポリネシアなどで流行したジカウ
イルス感染症で，妊婦が感染すると小頭症の子どもが生まれる可能性が高く
なることで一躍有名になりました．ゴルフの松山英樹選手が代表の座を辞退
したことでも注目されましたが，オリンピック期間中を含めて感染が蔓延し
ないことを祈りたいと思います．
　さて，今月号の特集は「外リンパ瘻診療の新しい展開」です．診断，治療
が難しい外リンパ瘻の診断基準も整備され，その疾患概念から診断，治療の
最前線に触れる絶好の機会です．また，原著も力作ぞろいです．リオデジャ
ネイロオリンピック期間中は眠れない夜も多くなると思いますが，競技観戦
の合間に通読していただければと思います．最後に特集をご執筆いただいた
先生方，原著をご投稿いただいた先生方に改めまして御礼申し上げます．
 （小川　郁）
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